
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿 平成 31年 2月 1日㈮発行第 161 号

  

冬
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

一
、
日
　
時
　
２
月
17
日
㈰
　
午
前
10
時 

開
会
（
受
付
9
時
30
分
～
）

二
、
場
　
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室

三
、対
象
者　

町
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

四
、種　

目　

個
人
戦
の
み（
午
前
２
試
合
、午
後
２
試
合
）

　
　
　
　
　

 

☆
４
試
合
の
取
得
点
数
の
合
計
点
で
競
い
ま
す
。

五
、会　

費　

一
、〇
〇
〇
円（
当
日
集
金
い
た
し
ま
す
。）

六
、申
込
み
締
め
切
り
…
2
月
９
日
㈯
ま
で

　
　

参
加
希
望
者
は
、 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
申
込
書
を
も

　

ら
い「
単
位
ク
ラ
ブ
名
及
び
参
加
者
名
と
生
年
月
日

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」を
記
入
し

　

て
左
記
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
（
両
セ
ン
タ
ー
に
も
申
込
書
を
用
意
し
て
い
ま
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）

　
　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡
七
五
ー
三
二
三
二
）

　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
℡
六
五
―
二
〇
五
六
）

※
大
会
当
日
は
、
参
加
者
数
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
人
数
で

　
　

昼
食
等
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
日
の
飛
び
入
り
参

　
　

加
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
欠
席
す
る
場
合
は
、
必
ず
代
わ

　
　

り
の
人
を
決
め
て
出
し
て
下
さ
い
。

七
、そ
の
他

　

①
大
会
は
町
老
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他
必
要
な
事

　
　
　

項
に
つ
い
て
は
、
審
判
長
並
び
に
参
加
者
相
互
の
話
し
合

　
　
　

い
に
よ
っ
て
決
め
ま
す
。

　

②
表
彰
は
１
位
～
10
位
ま
で
と
飛
び
賞
・
ブ
ー
ビ
ー
賞
で
す
。

　
　
　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③
昼
食
は
、
事
務
局
で
用
意
い
た
し
ま
す
。　

　

④
大
会
会
場
で
の
「
賭

×
×

け
・
飲

×
×

酒
・
喫

×
×

煙
」
は
禁
止
で
す
。

一
、
日
　
時
　
２
月
14
日
㈭
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

二
、
会
　
場
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

三
、
講　

師　
（
公
社
）
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導
員

　
　
　
　
　
　

青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会 　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　
　

小
倉　

洋
子　

氏

四
、
内　

容　

誰
で
も
簡
単
に
踊
れ
る
レ
ク
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

ダ
ン
ス
を
楽
し
く
学
ぼ
う

五
、
準
備
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
水
分

六
、
受
講
料　

無
料

七
、
申
込
み
・
問
合
せ
先　

　
　
　
　

◇
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
七
五
―
三
三
一
一
・
F
a
x
七
五
―
三
三
一
三

　
　
　
　

◇
常
盤
レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
代
表　

古
舘
容
子

　
　
　
　
　

F
a
x　

六
五
―
三
八
八
五

八
、
そ
の
他　

１
階
観
覧
席
は
自
由
に
無
料
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。　

　
　

主
催
…
常
盤
レ
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
老
連
レ
ク
ダ
ン
ス
部

一
、日
　
時
　
12
月
21
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

二
、会
　
場
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

今
年
度
は
中
南
郡
老
連
事
務
局
が
藤
崎
町
老
連
の
担
当
で
あ
っ

た
た
め
、
町
老
連
単
独
開
催
よ
り
も
芸
能
発
表
会
は
町
老
連
・
中

南
郡
老
連
と
共
催
で
開
催
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

中
南
郡
老
連
芸
能
発
表
会
と
し
て
四
町
村
老
連
が
合
同
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
大
鰐
町
老
連
・

田
舎
館
村
老
連
・
西
目
屋
村
老
連
・
藤
崎
町
老
連
か
ら
の
応
援
観

覧
者
を
加
え
、
舘
山
会
長
の
挨
拶
の
中
で
言
っ
た
「
梅
沢
富
美
男

公
演
」
に
次
ぐ
約
五
八
〇
名
（
定
員
六
〇
〇
名
）
が
参
加
し
、
今

ま
で
に
な
い
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

各
老
連
の
取
り
組
み
は
、
出
演
者
・
観
覧
者
共
以
前
よ
り
盛
り

上
が
り
、
出
演
者
の
練
習
も
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
跡
が
舞
台
の
上

に
も
見
る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
を
応
援
す
る
観
覧
者
も
拍
手
・
声

援
を
送
り
、
ま
れ
に
見
る
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

各
町
村
の
演
目
数
は
、
次
表
の
通
り
で
す
。

こ
の
表
か
ら
は
唄
の
数
は
減
り
ま
し
た
が
、
レ
ク
ダ
ン
ス
・
舞

踊
が
数
人
～
20
名
内
外
で
出
演
す
る
所
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
県
老
連
芸
能
発
表
会
で
も
見
ら
れ
、
集
団
演
技

が
広
い
舞
台
で
は
圧
倒
的
に
見
栄
え
が
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
訳

で
各
町
村
で
力
を
注

い
で
き
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
集
団
で
行
う
に
は
出
演

者
の
動
き
の
揃
う
必
要
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
練
習
時
間
が
多
く
な
り
、
今
回

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
質
の
演
技
が
見

ら
れ
る
事
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
傾
向
が
続
く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。　

藤
崎
町
老
連
か
ら
の
出
演
者
は
右
表
の
通
り
で
す
。
出
演
ま
で

は
納
得
の
い
く
ま
で
十
分
に
練
習
を
重
ね
、
舞
台
で
堂
々
と
出
演

し
て
い
ま
し
た
。

出
来
映
え
は
最
高
に
素
晴
ら
し
く
、
観
客
も
感
心
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
多
人
数
の
観
客
を
記
録
し
た
と
思
い
ま
す
。

２　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 金 芸能部 12:00
2 土
3 日
4 月 芸能部 12:00

5 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

6 水 役員会 10:00

７ 木
昔の遊び（常盤小）     9:00
囲碁・将棋部 12:30

8 金 芸能部 12:00

9 土
トランプ大会〆切
ふじ健大ＯＢ会 10:30
レクダンス部 13:30

10 日
11 月 建国記念の日

12 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

13 水
昔の遊び（藤崎小） 10:00
茶道部 13:00

14 木
レクダンスﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ     9:30
囲碁・将棋部 12:30

15 金 芸能部 12:00
16 土 社会福祉大会（文化センター） 12:30
17 日 冬季トランプ大会 10:00
18 月 芸能部 12:00

19 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

20 水
広報委員会 13:30
レクダンス部 13:30

21 木 囲碁・将棋部 12:30

22 金
遊びランド（藤崎小） 10:00
芸能部 12:00

23 土
24 日

25 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

26 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

27 水
茶道部 13:00
レクダンス部 13:30

28 木 【白寿】配付日 12 時以降

   

レ
ク
ダ
ン
ス 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
知
ら
せ

　
　
出
演
者
・
観
覧
者
で
大
い
に
盛
り
上
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
八
回  
中
南
郡
老
連   

芸
能
発
表
会
　

出　演　種　目　と　出　演　数
種　目 大 鰐 町 田舎館村 西目屋村 藤 崎 町 計

唄 ４ １ ０ １２ １７
舞　踊 ５ ３ ４ １１ ２３
寸　劇 ０ ０ ０ １ １

レクダンス １ ２ ０ ２ ５
計 １０ ６ ４ ２６ ４６

ほぼ満員の会場で出演者を応援

（藤）　「イタコの口寄せ」（久井名舘松葉会）
（大）藤田悦子

（藤）小田桐瀧廣（西）斉太郎節

（田）惠介のええじゃないか

司会 山内、神・舘山会長（田）　川千鳥

藤

崎

町

老

連

出

演

者

種　

目

演
目
・
曲
名

団　

体　

名　

出　

演　

者

唄

霧
の
摩
周
湖

常
盤
養
命
会

石

澤　

岩

雄

山

常
盤
養
命
会

小

田

桐

瀧

廣

雨
の
長
崎

伝
馬
喜
楽
会

阿

部　

忠

芳

白
い
花
の
咲
く
頃

福
島
老
人
ク
ラ
ブ

古

川　

慶

次

雪
椿

老
連
芸
能
部

齋

藤　

君

子

花
も
嵐
も

常
盤
養
命
会

三

上　
　

一

女
の
花
舞
台

常
盤
養
命
会

三

上　

道

子

津
軽
挽
歌

常
盤
養
命
会

高

木　

ユ

キ

北
の
出
世
船

西
中
野
目
長
寿
会

伊

藤　

定

範

終
着
駅
は
始
発
駅

矢
澤
長
寿
会

淸

野

草

名

義

天
竜
流
し

老
連
芸
能
部

齋

藤　

二

郎

壽
港

久
井
名
舘
松
葉
会

浅

利　

清

英

舞　

踊

あ
ん
た
の
花
道

新
町
福
寿
会

松

田

富

美

子

津
軽
あ
い
や
節

常
盤
養
命
会
一

戸　
　

了

島
の
ブ
ル
ー
ス

榊

壮

寿

会

高
木 

ク
ニ 

他
４
名

八
木
節

久
井
名
舘
松
葉
会
佐
藤
キ
ク
エ  

他
11
名

花
一
輪

老
連
日
本
舞
踊
部
山
口
ミ
ネ
・
中
村
あ
つ

武
田
春
秋

老
連
日
本
舞
踊
部

佐

藤　
　

綠

な
み
だ
川

老
連
芸
能
部

阿

部　

弘

子

関
東
仁
義

西
豊
田
豊
寿
会

福

士　

キ

ワ

夕
月
お
け
さ

老
連
日
本
舞
踊
部

中
村
悦
子  

他
３
名

津
軽
の
じ
ょ
っ
ぱ
り

久
井
名
舘
松
葉
会

佐
藤
良
精  

他
９
名

津
軽
よ
さ
れ
節

新
町
福
寿
会

町

田

タ

エ

子

レ
ク
ダ
ン
ス

五
輪
音
頭
二
〇
二
〇

レ
ク
ダ
ン
ス
部
小
笠
原
と
き
子

　
　
　
　
　

    

他
13
名

西
郷
隆
盛

レ
ク
ダ
ン
ス
部
古
舘　

容
子   

他
15
名

寸　

劇

イ
タ
コ
の
口
寄
せ

久
井
名
舘
松
葉
会
米
村
ミ
チ
ヱ  

他
6
名

社
会
福
祉
大
会
は
、
2
月
16
日
㈯
、
12
時
30
分 

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
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　「
や
は
り
必
要
で
は
な
い
か
」　
　
　
　
　
　
　
佐
藤　

透

実
は
暮
れ
に
鹿
児
島
の
友
人
に
会
い
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。12

月
29
日
に
青
森
空
港
へ
行
っ
た
が
、
ど
う
も
様
子
が
お
か
し

い
。
最
近
は
飛
行
場
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
、
少
し
ぐ
ら
い
の
天

候
の
悪
化
で
飛
行
機
は
飛
ば
な
い
こ
と
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
29
日
は
少
々
レ
ベ
ル
が
違
っ
た
よ
う
で
、
積
雪
が
正
常

運
行
を
妨
げ
る
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
た
。
更
に
風
も
強
く
、
結
果

的
に
私
の
乗
る
べ
き
便
は
欠
航
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

青
森
➡
大
阪
➡
鹿
児
島
と
飛
ぶ
予
定
だ
っ
た
の
で
、
如
何
と
も

し
難
く
、
ス
ゴ
ス
ゴ
と
自
宅
へ
戻
っ
て
き
た
次
第
で
あ
る
。
温
か

い
南
国
で
黒
豚
・
き
び
な
ご
を
片
手
に
焼
酎
の
予
定
だ
っ
た
が
、

冷
蔵
庫
を
空
に
し
て
出
か
け
た
の
で
、侘
し
い
年
末
・
年
始
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

１
月
５
・
６
・
７
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
千
歳
空
港
が
雪
で
大
混
乱

に
な
り
、二
，〇
〇
〇
人
が
空
港
で
一
夜
を
過
ご
し
た
そ
う
で
あ
る
。

事
ほ
ど
左
様
に
飛
行
場
は
一
端
何
か
あ
る
と
身
動
き
が
取
れ
な

い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
更
に
、
戦
後
の
昭
和
29
年
の
台
風
に
よ

る
洞
爺
丸
沈
没
事
故
の
よ
う
に
北
海
道
は
大
き
な
事
故
が
あ
っ
た

り
災
害
が
あ
っ
た
り
す
る
と
身
動
き
が
取
り
づ
ら
い
と
い
う
特
異

な
エ
リ
ア
で
あ
る
。

昨
年
の
北
海
道
地
震
の
時
の
大
停
電
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

洞
爺
丸
事
故
の
教
訓
か
ら
ト
ン
ネ
ル
の
話
し
が
出
て
き
て
、
実

際
本
州
と
北
海
道
は
繋
が
り
、
今
で
は
、
空
も
海
も
ダ
メ
で
も
ト

ン
ネ
ル
が
あ
る
と
い
う
訳
で
あ
る
。
新
幹
線
が
早
く
札
幌
へ
通
じ

て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
千
歳
で
一
泊
す
る
人
が
少
な
く
な
る
。
先

程
の
大
停
電
の
話
で
あ
る
が
、
巨
大
な
発
電
所
で
あ
る
苫
東
発
電

所
が
ダ
ウ
ン
し
た
せ
い
で
札
幌
は
じ
め
全
道
が
停
電
し
、
北
海
道

は
孤
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
或
い
は
二
つ
の
手
段

で
は
何
か
ト
ラ
ブ
ル
と
全
域
に
被
害
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

治
療
の
時
で
も
何
か
の
先
の
こ
と
を
考
え
て
は
い
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
交
通
も
主
要
な
大
動
脈
の
み
に
頼
る
と
昨
年
の
北
陸

の
大
雪
や
広
島
の
洪
水
の
よ
う
に
打
撃
を
受
け
る
と
麻
痺
し
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
注
意
で
あ
る
。

新
し
い
御
代
に
幸
あ
れ
孫
懐
妊

高
木
ア
ツ
子

す
ぐ
そ
こ
に
声
が
居
る
長
距
離
電
話

鈴
木
　
て
つ

ま
な
板
が
見
え
ぬ
キ
ッ
チ
ン
若
夫
婦

三
浦
　
　
進

大
年
縄
男
子
裸
で
勝
負
す
る

石
動
　
弘
一

常
盤
養
命
会
は
十
数
年
前
か
ら
、
春
と
秋
の
研
修
旅
行
を
参
加

費
二
千
円
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
事
務
局
は
「
晴
れ
男
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
旅
行

日
に
は
雨
に
降
ら
れ
た
こ
と
は 

6
・
7
年
間
一
度
も
な
い
の
で
す
。

平
成
30
年
度
は
春
に
は
、
十
和
田
市
の
「
鯉り

そ
う
き
ょ
う

艸
郷
」
を
見
学
後
、

焼
山
温
泉
郷
の
「
野
の
花 
焼
山
荘
」
で
懇
親
会
を
し
ま
し
た
。

今
回
は
秋
の
研
修
旅
行
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

10
月
22
日
㈪
、
竜
飛
岬
へ
向
け
て
、
34
名
（
男
16
名
、
女
18
名
）

8
時
20
分
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
前
を
出
発
し
ま
し
た
。

五
所
川
原
市
か
ら
津
軽
半
島
を
横
断
し
、
新
幹
線
今
別
駅
近
く

に
抜
け
、
新
幹
線
今
別
駅
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。
立
派
な
建
物
で

す
が
、お
客
が
お
り
ま
せ
ん
。寂
し
く
感
じ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。

こ
こ
か
ら
海
岸
沿
い
に
国
道
三
三
九
号
線
を
北
上
し
竜
飛
岬
へ
、

下
北
半
島
も
北
海
道
も

き
れ
い
に
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

海
に
は
白
い
漁
船
が

多
数
動
い
て
い
ま
し
た
。

竜
飛
岬
灯
台
を
バ
ッ

ク
に
記
念
写
真
を
撮
影

後
、
し
ば
ら
く
灯
台
付

近
を
散
策
し
「
ホ
テ
ル

竜
飛
」
で
会
食
・
懇
親

会
。
新
鮮
な
魚
介
類
が

並
ん
だ
料
理
に
満
足
し

ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
も
賑
や
か

で
し
た
。

帰
路
は
竜
泊
ラ
イ
ン

を
通
っ
て
、
小
泊
で

買
い
物
を
し
五
所
川

原
市
か
ら
鶴
田
町
へ
、

道
の
駅
「
あ
る
じ
ゃ
」

に
寄
り
、
常
盤
に
は
16

時
40
分
頃
に
無
事
帰

り
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
は
、
期

待
し
て
い
た
紅
葉
は

時
期
が
合
わ
ず
色
が

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
海
の
色
の

綺
麗
さ
に
満
足
し
た

の
で
、
よ
か
っ
た
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。

　

溝み
ず

　
城き

　
面め
ん

　
妖よ
う

　
噺お
と
ぎ　

　
　
　
　
　
　
鈴
木　

政
四
郎

昔
、
溝み
ず
き城
（
現
在
の
藤
崎
町
水
木
）
の
大
堰
田た
ん
ぼ圃
の
砂
山
の
所

に
数
匹
の
狐
が
住
ん
で
い
た
。
或
る
日
、
砂
山
の
所
で
頭
か
し
ら

狐
を

真
中
に
何
か
話
を
し
て
い
た
。
そ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
矢
沢
の

作さ
く
の
じ
ょ
う

之
丞
と
言
う
商
人
が
ふ
と
耳
に
し
た
。

そ
こ
で
狐
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
隠
れ
て
そ
の
話
を
聞
い
て
い

る
と
、
頭
狐
が
言
う
に
は
、
今
度
汗あ
せ
い
し石
（
黒
石
市
浅あ
せ
い
し

瀬
石
）
の
鳴

海
家
か
ら
増ぞ
う
こ
う
じ

光
寺
（
田
舎
館
村
東
光
寺
）
の
中
村
家
に
婿む
こ

が
来
る

そ
う
だ
。
そ
の
日
は
今
月
六
日
だ
。
そ
の
祝
言
を
ワ
達
が
一
回
食

べ
て
み
た
い
と
思
う
。
す
る
と
賛
成
の
声
が
広
ま
り
、
話
を
続
け

て
、
そ
こ
で
今
日
こ
れ
か
ら
中
村
家
に
行
っ
て
日
付
を
一
日
早
め
、

五
日
に
繰
り
上
げ
て
祝
言
の
先
廻
り
し
で
み
な
い
か
、
誰
か
行
っ

て
来
る
者
は
い
な
い
か
と
言
わ
れ
、
二
匹
の
狐
が
ワ
達
が
行
っ
て

来
る
じ
ゃ
と
申
し
出
た
。
そ
れ
で
は
宜
し
く
日
付
を
決
め
て
来

て
く
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
所
を
す
っ
か
り
聞
き
終
え
た
作
之
丞

は
、
商
売
を
終
え
て
東
光
寺
の
中
村
家
へ
と
急
い
だ
。
中
村
家
に

来
て
、
御
免
下
さ
い
。
突
然
で
す
が
今
日
貴
方
の
家
に
汗
石
の
鳴

海
家
よ
り
誰
か
使
つ
か
い

が
来
な
か
っ
た
で
す
か
と
聞
い
た
。
二
人
来
ま

し
た
。
日
付
け
を
一
日
早
め
て
五
日
に
し
た
い
と
言
っ
て
来
ま
し

た
。
そ
れ
を
聞
い
た
作
之
丞
は
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
為
に
狐
の
話

の
内
容
を
伝
え
た
。

今
日
の
出
来
ご
と
で
す
が
、
私
が
溝
城
の
大
堰
の
砂
山
ま
で
来

る
と
数
匹
の
狐
が
何
か
し
ら
相
談
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
を
残
ら

ず
話
し
、
今
日
、
来
た
使
の
者
は
狐
で
あ
る
と
教
え
て
中
村
家
を

出
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
中
村
家
で
は
驚
い
て
、
あ
の
商
人
の
言
う
事
は

本
当
だ
ろ
う
か
、
と
不
安
に
思
い
な
が
ら
少
し
づ
つ
準
備
し
て
い

た
。
一
方
、
作
之
丞
は
帰
り
に
砂
山
の
所
を
通
る
と
、
何
か
ま
た

使
い
の
狐
と
頭
が
話
を
し
て
い
る
。
様
子
は
ど
う
か
。
承
知
し
て

く
れ
た
か
、
え
え
、
巧
ぐ
い
っ
た
。
そ
れ
は
よ
く
出
か
し
た
と
褒

め
ら
れ
た
狐
を
真
中
に
、
数
匹
の
狐
が
こ
れ
程
嬉
し
い
こ
と
は
な

い
と
み
ん
な
一
緒
に
踊
り
出
し
た
。

『
ご
ん
げ
、
ご
ん
げ
、
見
ら
れ
ち
や
な
ら
ぬ
、

　

聞
か
れ
ち
や
な
ら
ぬ
、
あ
す
は
人
間
の
ぜ
ん
ぶ
ん
（
膳
部
）

　

う
け
る
嬉
し
い
事
だ
あ
ぁ
、
し
た
こ
ら
さ
っ
さ
』

と
一
生
懸
命
踊
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
聞
き
し
た
作
之
丞
は
、
中

村
家
に
引
き
返
し
、
そ
の
事
を
告
げ
た
。
す
る
と
ご
ん
げ
、
ご
ん

げ
と
は
家
で
飼
っ
て
い
る
、
二
匹
の
番
犬
の
名
前
で
あ
り
、
そ
れ

に
見
ら
れ
る
事
を
怖
が
っ
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
と
聞
か
さ
れ
た
。

と
に
か
く
明
日
の
事
で
あ
る
か
ら
十
二
分
何
か
に
と
御
用
心
下
さ

い
。
ま
た
犬
を
戸
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
と
教
え
て
家
を
出
た
。

次
の
日
の
五
日
、
今
日
は
汗
石
の
鳴
海
家
か
ら
婿
が
来
る
と
い

う
の
で
、
朝
か
ら
庭
を
綺
麗
に
し
、
物
を
片
付
け
、
来
た
な
ら
来

た
れ
と
準
備
万
端
整
え
て
待
っ
て
い
る
と
、
夕
方
、
婿
行
く
ぢ
や

と
叫
ん
で
入
っ
て
来
た
。
馬
車
馬
の
毛
並
み
も
美
し
く
逞
た
く
ま

し
げ
な

麗
馬
声
高
に
嘶
い
な
な
く
、
だ
あ
・
だ
あ
！
と
馬
車
を
止
め
る
馬
子
、
家

人
が
出
迎
え
、
御
苦
労
様
、
さ
あ
座
敷
へ
と
招
き
入
れ
た
が
、
あ

ま
り
に
本
当
ら
し
く
、
前
か
ら
狐
で
あ
る
と
い
う
事
は
聞
い
て
い

た
が
本
当
か
否
か
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
馬
の
両
足
を
柱

に
強
く
縛し
ば

り
、
馬ま
ぐ
さ草
の
中
に
は
油
揚
げ
を
二
、三
丁
入
れ
て
置
く

と
、
馬
は
草
を
食
べ
ず
に
油
揚
げ
ば
か
り
食
べ
て
い
た
。
そ
こ
で

こ
れ
は
本
物
の
狐
で
あ
る
と
い
う
事
が
解
り
、
す
ぐ
婿
へ
湯
に
入

る
こ
と
を
勧
め
た
。
さ
ぁ
さ
ぁ
遠
路
の
所
さ
ぞ
お
疲
れ
の
事
で
し

よ
う
。
先
に
お
湯
に
入
っ
て
か
ら
酒
宴
に
移
り
ま
し
よ
う
。
と
婿

か
ら
次
に
附
添
人
と
言
っ
た
だ
け
で
皆
一
緒
に
、『
け
つ　

け
つ
』

と
咳せ
き

を
し
、
夕
べ
風
邪
を
引
き
ま
し
た
か
ら
御
免
蒙
り
ま
す
と
婿

が
答
え
る
と
付
添
人
も
口
を
揃
え
て
同
じ
事
を
言
っ
た
。
そ
の
う

ち
に
庭
の
番
犬
が
戸
を
が
り
が
り
や
る
。
婿
も
附
添
人
も
あ
れ
な

ん
で
す
か
と
聞
く
、
あ
れ
で
す
か
、
あ
れ
は
女お
な
ご子
が
料
理
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
湯
に
入
り
な
さ
い
と
婿
の
手
足

を
捕
ま
え
て
無
理
や
り
熱
い
湯
の
中
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
す
る

と
化
け
の
皮
が
は
が
れ
て
本
物
の
狐
と
な
っ
て
、『
グ
ヮ
ン
ゲ
イ
』、

と
鳴
く
と
附
添
人
も
馬
も
『
グ
ヮ
ン
ゲ
イ
』『
グ
ヮ
ン
ゲ
イ
』
と

鳴
き
出
し
た
。
そ
れ
っ
狐
だ
と
家
の
人
も
親
類
近
所
の
人
も
皆
で

一
匹
を
残
し
て
棒
で
殴
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
痩
せ
た
一
匹

の
狐
が
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
帰
っ
た
。
頭
狐
は
、
て
っ
き
り
祝
言

が
食
え
る
と
思
っ
て
ど
う
し
た
巧
く
い
っ
た
か
、
と
云
う
と
痩
せ

た
狐
、
仲
間
が
皆
ん
な
殺
さ
れ
で
、
ワ
だ
け
や
っ
ど
逃
げ
て
来
た
。

そ
れ
だ
ば
大
変
だ
と
泣
く
泣
く
す
ま
ぬ
事
を
し
た
と
飛
び
出
し
た

が
、
今
更
ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
。
そ
れ
で
も
今
晩
仲
間
の
仇

を
と
っ
て
や
る
と
話
を
し
て
い
る
所
に
、
ま
た
、
作
之
丞
が
通
り

か
か
っ
た
。
何
ん
の
話
を
し
て
い
る
の
か
と
気
を
つ
け
て
聞
く
と
、

痩
せ
だ
狐
、
ど
う
し
だ
ら
仇
ぎ
と
る
こ
と
出
来
る
べ
、
い
や
そ
れ

だ
ば
手
間
ね
、
朝
飯
前
だ
。
晩
げ
に
二
人
で
あ
の
家
の
廻
り
を
、

『
け
つ
く
う
り
ん　

け
つ
く
う
り
ん
』
と
三
回
廻
れ
ば
中
に
い
だ

人
、
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
わ
ね
。
そ
れ
い
い
ど
も
、
も
し
も
窓
か

ら
、
ま
す
げ
棒
で
反
対
に
、『
で
つ
く
う
り
ん
』
と
や
ら
れ
れ
ば

ワ
達
が
死
ん
で
し
ま
う
べ
ね
。
そ
う
ま
だ
人
間
ず
も
の
賢さ
か

し
い
も

ん
で
ね
ぇ
ね
。
そ
ん
だ
べ
が
。
と
に
か
く
晩
げ
二
人
で
行
く
べ
し
。

と
の
話
を
残
ら
ず
聞
き
と
っ
た
作
之
丞
は
、
こ
れ
は
一
大
事
と
す

ぐ
中
村
家
に
こ
の
こ
と
を
告
げ
た
。
す
る
と
よ
く
教
え
て
く
れ
た

と
有
難
が
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
中
村
家
で
は
、
ま
す
げ
棒
を
準
備
し
終
え
、
夜
の
飯

も
終
り
世
間
話
を
し
て
い
る
と
家
の
廻
り
を
何
か
し
ら
．『
け
つ

く
う
り
ん
』　
『
け
つ
く
う
り
ん
』、
と
歩
く
者
が
い
る
。
さ
て
は

来
た
な
、
と
仕
事
場
の
窓
の
所
で
待
っ
て
い
る
と
、
も
う
こ
れ
で

三
回
目
だ
と
い
う
時
、
窓
か
ら
反
対
に
、『
で
つ
く
う
り
ん
』、
と

ま
す
げ
棒
を
出
す
と
、
そ
れ
っ
き
り
声
が
な
く
な
っ
た
。

次
の
日
、
庭
に
行
っ
て
見
る
と
大
き
な
狐
と
痩
せ
た
小
さ
い
狐

の
二
匹
が
仰
向
け
に
な
っ
て
死
ん
で
い
た
。

そ
れ
以
来
、
溝
城
附
近
に
は
、
狐
が
い
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ

で
い
る
。

出
典
：
鈴
木
政
四
郎
著
「
津
軽
む
が
し
こ
」
第
50
講
【
津
軽
面

妖
噺お
と
ぎ】
を
参
考
・
引
用
し
、
読
み
易
く
し
た
も
の
で
す
。
　

鈴
木
政
四
郎
氏
…
昭
和
の
合
併
後
の
旧
常
盤
村
史
の
執
筆
委
員

で
、
水
木
出
身
の
郷
土
史
家
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藤
崎
町
に
伝
わ
る
昔
話
と
伝
説
　
沸

　
　
　
単
位
ク
ラ
ブ
便
り
　
汗

　
晴
天
に
恵
ま
れ    

竜
飛
岬
の
景
色
に
心
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
盤
養
命
会
研
修
旅
行


